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　土器中の植物の種や害虫の痕跡（圧痕）を、軟エックス線を使って低コストで素早く検出する新

たな分析方法を開発。栽培ダイズや日本最古の貯蔵堅果類害虫コクゾウムシの圧痕など数々の発見

を重ね、縄文時代に植物の栽培が行われていたことを具体例によって明らかにした。一連の研究成

果は、狩猟採集社会とされてきた従来の縄文時代観の見直しを迫っている。

　土器表面だけでなく、粘土の内部に残る圧痕の検出も容易にした分析方法は、既に調査済みの土

器からでも新たな発見が可能となる「第二の発掘」といえる。また、植物学や昆虫学、成分化学と

いった考古学以外の知見も取り入れ、食料保存環境など縄文社会の生活の詳細な復元も試みてお

り、土器の研究が中心だった縄文研究に新たな旋風を起こしている。
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　著書に「タネをまく縄文人　最新科学が覆す農耕の起源」「昆虫考古学」「縄文時代の植物利用と家屋害虫　圧痕

法のイノベーション」など。2026年3月に「縄文時代のタネとムシ」（新修福岡市史ブックレット・シリーズ④旧石

器・縄文時代）を刊行予定
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